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平成２１年８月１２日

平成１９年１０月１日の日本郵政公社の民営化で日本郵政公社から簡易保険事業の資産は主として株式会

社かんぽ生命保険（以下「当社」といいます。）に、負債は主として独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険

管理機構（以下「管理機構」といいます。）に承継されました。

当社は、平成１９年度下半期より、新たな生命保険会社として生命保険業を営むとともに、管理機構が負

債として承継した簡易生命保険契約を再保険として受再しております。

本資料は、このような特殊事情を踏まえ、以下の項目について当社の平成２１年度第１四半期決算の結果

を記載するとともに、便宜上、日本郵政公社の閉鎖時データ等を掲載しております。



○ 平成２１年度第１四半期の新契約は、個人保険が５３万１千件、金額１兆５，３４４億円、個人年金保険が
６万１千件、金額２，０８７億円となりました。

１１ 新新契約の状況契約の状況

１

（単位未満四捨五入）

(単位：件、百万円)

平成21年度第１四半期新契約 平成20年度第１四半期新契約 平成20年度新契約

(平成21年4月～平成21年6月) (平成20年4月～平成20年6月) (平成20年4月～平成21年3月)

件　数 金    額 件　数 金    額 件　数 金    額

個人保険 530,662 1,534,380 419,514 1,170,545 1,917,207 5,424,862

　普通終身 94,801 326,352 58,462 180,891 276,678 928,481

　　定額型 13,745 33,630 6,854 15,251 41,313 99,389

　　倍型 81,056 292,722 51,608 165,640 235,365 829,092

　特別終身 35,195 104,630 22,292 60,137 107,391 310,823

　介護終身 21 71 17 44 82 269

  普通定期 233 528 211 460 999 2,446

　普通養老 207,082 510,888 177,806 452,339 802,063 1,996,831

　特別養老 126,947 523,130 98,708 412,079 454,146 1,895,796

　特定養老 4,643 4,378 4,127 3,995 17,465 16,753

　学資保険 61,666 64,017 57,795 60,183 258,070 272,058

　上記以外 74 386 96 417 313 1,405

個人年金保険 61,070 208,728 54,192 187,746 183,134 628,755

　終身年金 1,441 10,638 1,328 10,222 4,986 38,911

　定期年金 59,629 198,090 52,862 177,513 178,146 589,833

　夫婦年金 　　　　　　　－ 　　　　　　　－ 2 12 2 12
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○ 平成２１年度第１四半期末のかんぽ生命の保有契約は、個人保険２９５万件、金額８兆３千億円、個人年金保険３０万件、
金額１兆２２７億円となっております。
○ また、独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構から受再している契約は、保険４，４６９万件、保険金額１２３兆
９千億円、年金保険５６９万件、年金額２兆１千億円となっております。

２２ 保有保有契約の状況契約の状況

２

（単位未満四捨五入）
【参考】受再している簡易生命保険の契約状況

(単位：件、百万円) (単位：件、百万円)

かんぽ生命の保有契約 簡易生命保険の保有契約

(保険者：株式会社かんぽ生命保険) (保険者：独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構) (保険者：日本郵政公社(当時))

平成21年6月末 平成21年3月末 平成21年6月末 平成21年3月末 平成19年9月末

件　数 金    額 件　数 金    額 件　数 金    額 件　数 金    額 件　数 金    額

個人保険 2,945,367 8,316,388 2,445,352 6,870,755 保険 44,694,785 123,859,637 46,025,684 127,523,314 55,179,692 152,298,879

　普通終身 429,184 1,431,703 339,639 1,123,076 　普通終身 5,533,343 12,589,733 5,614,640 12,788,182 6,037,550 13,700,659

　　定額型 62,442 148,972 49,310 116,823 　　定額型 2,252,994 5,188,112 2,269,861 5,228,354 2,367,177 5,456,120

　　倍型 366,742 1,282,731 290,329 1,006,253 　　倍型 1,007,703 2,946,374 1,041,073 3,056,790 1,168,631 3,451,588

　特別終身 165,174 476,192 131,443 375,602 　特別終身 6,118,244 14,583,206 6,184,624 14,720,257 6,577,000 15,478,932

　介護終身 117 387 97 326 　介護終身 9,007 28,532 9,076 28,731 9,518 30,130

  普通定期 1,348 4,049 1,157 3,273   普通定期 9,240 43,067 9,910 46,013 12,607 59,300

　普通養老 1,201,109 2,992,158 1,005,906 2,511,046 　普通養老 14,346,747 35,128,903 14,953,174 36,595,885 19,264,113 47,243,499

　特別養老 705,364 2,943,989 586,734 2,457,486 　特別養老 9,243,483 42,866,366 9,518,606 44,146,592 11,324,192 52,441,371

　特定養老 27,336 26,069 23,007 21,983 　特定養老 161,824 293,042 163,412 296,057 173,112 314,368

　学資保険 415,182 439,447 356,879 375,918 　学資保険 7,421,237 13,809,089 7,583,339 14,116,236 8,869,136 16,393,243

　上記以外 553 2,394 490 2,044 　上記以外 1,851,660 4,517,699 1,988,903 4,785,362 2,912,464 6,637,377

個人年金保険 303,265 1,022,682 243,171 824,112 年金保険 5,687,748 2,094,999 5,806,034 2,136,629 6,562,824 2,404,505

　終身年金 7,856 61,428 6,575 52,044 　終身年金 1,390,540 439,071 1,396,784 441,088 1,433,711 453,443

　定期年金 295,394 961,145 236,581 771,959 　定期年金 4,166,478 1,620,026 4,278,337 1,659,593 4,997,338 1,914,874

　夫婦年金 15 109 15 110 　夫婦年金 130,622 35,900 130,804 35,946 131,666 36,186

（注）簡易生命保険契約の計数については、管理機構及び郵政公社における公表基準によるものです。そのため、かんぽ生命契約と簡易生命保険契約については、単純に比較することができません。



（単位：億円（単位未満切捨））

３３ 損益の状況損益の状況

３
※ 勘定科目のうち主要な科目について掲載しております。詳細は財務諸表参照。

○ 平成２１年度第１四半期は、経常収益３兆４，９６０億円、経常費用３兆３，９３５億円、経常利益１，０２５億円となりました。
○ 経常利益に、特別損益として価格変動準備金戻入額６３億円等を加え、契約者配当準備金として８０８億円を繰り入れた結果、
税引前四半期純利益は２８０億円となり、四半期純利益は１７９億円となりました。

注１ 資産運用収益は、利息及び配当金等

収入4,006億円、有価証券売却益8億円

等です。

注２ その他経常収益は、責任準備金戻入額

9,833億円等です。

注３ 責任準備金等繰入額は、契約者配当金
積立利息繰入額58億円です。

注４ 資産運用費用は、金銭の信託運用損
11億円、支払利息3億円、為替差損2億
円等です。

注６ 特別利益は、価格変動準備金戻入額

63億円等です。
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17,139
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平成20年度
(20.4.1～21.3.31)

0特別損失

808契約者配当準備金繰入額

280税引前四半期純利益

189その他経常費用

4,019資産運用収益

179四半期純利益

63特別利益

1,025経常利益

1,333事業費

19資産運用費用

58責任準備金等繰入額

32,333保険金等支払金

33,935経常費用

11,919その他経常収益

19,021保険料等収入

34,960経常収益

平成21年度
第１四半期 ①

(21.4.1～21.6.30)

注５ その他経常費用は、税金93億円、減

価償却費91億円等です。

注７ 法人税等合計は、法人税及び住民税と

法人税等調整額の合計金額です。

（注２）

（注１）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）
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4,091
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平成20年度末 ②
（21年3月31日）

△ 220183,197貸付金

7544退職給付引当金

1,5154,136その他資産

5131,474代理店貸

△ 1111,647繰延税金資産

△ 401,118有形固定資産

△ 11,822821,445有価証券

△ 5723無形固定資産

83745利益剰余金

-5,000資本剰余金

-5,000資本金

その他有価証券評価差額金

62111,349純資産

538603

価格変動準備金

その他負債

保険契約準備金

負 債

△ 17,6411,048,138負債 及び 純資産

△ 18,2631,036,788

△ 12,0251,015,246

△ 634,402

△ 6,18016,593

649

△ 8,053

△ 17,641

差額
① － ②

4,740金銭の信託

14,738現金及び預貯金

1,048,138資 産

平成21年度
第１四半期末 ①
（21年6月30日）

４４ 資産・負債の状況資産・負債の状況

４

（単位：億円（単位未満切捨））

※ 勘定科目のうち主要な科目について掲載しております。詳細は財務諸表参照。

○ 総資産は、平成２１年３月末比１兆７，６４１億円減少し、１０４兆８，１３８億円となりました。

○ 純資産は、その他有価証券の含み益が増加したこと等により、１兆１，３４９億円となりました。

（注３）

注２ 代理店貸は、かんぽ生命が郵便局

会社に委託している保険金等の支払

に充てるために前渡している資金です。

注４ 繰延税金資産は、責任準備金524億

円、金銭の信託運用損524億円、支払

備金505億円等の将来減算一時差異に

係るものです。

（注４）

注３ その他資産は、資産運用関連の

未収収益3,699億円等です。

注５ その他負債は、債券貸借取引受入

担保金11,130億円、未払金1,955億円、

機構預り金2,918億円等です。

（注１）

（注２）

（注５）

注１ 貸付金は、機構貸付180,462億円、

一般貸付2,728億円、保険約款貸付

6億円です。



５５ 資産運用の状況①資産運用の状況①

○ かんぽ生命の資産運用は、国債を中心とした有価証券が８２兆円、貸付金が１８兆円等で平成２１年６月末の残高は、１０４兆
８千億円となっております。

106.5兆円

平成20年度末

（21年3月31日）

104.8兆円

平成21年度

第１四半期末

（21年6月30日）

113.7兆円

事業開始時

（19年10月1日）

112.5兆円

平成19年度末

（20年3月31日）

資産残高

１ 資産構成 ２ 資産残高

国債 686,667

地方債 47,610

社債 78,579

その他 9,093

金銭の信託 4,740

機構貸付 180,462

現金及び預貯金 14,738

コールローン 6,753

債券貸借取引支払保証金 8,123

買入金銭債権 45

一般貸付 2,728

保険約款貸付 6

外国証券 8,588

（単位：億円）

５

総資産

104.8兆円

３ 運用利回り

注 運用利回りは、キャピタル損益等を含めた利回りです。

（ ）内は、基礎利益上の運用収支（キャピタル損益を含まない

運用収支）等の経過責任準備金に対する利回りです。

1.15 ％

(1.66 %)

平成20年度

(20.4.1～
21.3.31)

1.52 ％

(1.66 %)

平成21年度

第１四半期

(21.4.1～
21.6.30)

2.87 ％

(1.69 %)

[参考]

平成19年（公社）

(19.4.1～
19.9.30)

0.67 ％

(1.68 %)

平成19年度

(19.10.1～
20.3.31)

運用利回り



５５ 資産運用の状況②資産運用の状況②

６

５ 金銭の信託で保有する株式の含み損益がゼロになる株価水準

8,200円

平成20年度末
(21年3月31日)

8,500円

平成21年度
第１四半期末
(21年6月30日)

14,500円

平成19年度末
(20年3月31日)

16,785円

事業開始時
(19年10月1日)

9,800円

公社閉鎖時
(19年9月30日)

日経平均株価

494億円

451億円

946億円

7,858億円

9,965億円

1兆8,770億円

含み損益
（税効果適用前）

平成20年度末
(21年3月31日)

平成21年度 第１四半期末
(21年6月30日)

4,245億円

7兆7,520億円

8兆1,766億円

39兆7,250億円

35兆9,018億円

83兆8,036億円

帳簿価額

4,259億円

8兆2,720億円

8兆6,979億円

40兆8,212億円

35兆3,601億円

84兆8,793億円

帳簿価額

△ 168億円金銭の信託

270億円有価証券等

102億円その他有価証券

7,148億円責任準備金対応債券

9,984億円満期保有目的の債券

1兆7,235億円合 計

含み損益
（税効果適用前）

注３ 金銭の信託は、時価評価した
価格で公社から当社へ承継した
ため、事業開始時以降、株式の
含み損益がゼロになる株価水準
が高くなりました。

○ 満期保有目的の債券及び責任準備金対応債券を含めた有価証券全体では１兆８，７７０億円の含み益となっております。

○ その他有価証券では９４６億円の含み益となっております（税効果適用後は６０３億円）。

４ 含み損益の状況

（注１）

（注３）

1.340％

129.84円

98.23円

8,109円

平成20年度末
(21年3月31日)

163.38円158.19円135.53円円ユーロ

115.43円100.19円96.01円円ドル

1.675％1.275％1.350％円金利（10年国債）

16,785円

公社閉鎖時
(19年9月30日)

12,525円

平成19年度末
(20年3月31日)

9,958円

平成21年度第１四半期末
(21年6月30日)

日経平均株価

（参考） 日経平均株価、円相場、円金利（10年国債）の推移

（注２） 注１ 税効果適用後の金額は、
603億円になります。

注２ 税効果適用後の金額は、
65億円になります。

（注３）



６６ 基礎利益の状況基礎利益の状況

７

1.66 ％

2.03 ％

平成20年度

(20.4.1～21.3.31)

1.66 ％

2.00 ％

平成21年度第１四半期

(21.4.1～21.6.30)

1.68 ％利子利回り

2.06 ％

平成19年度

(19.10.1～20.3.31)

平均予定利率

○ 基礎利益の内訳（三利源）

○ 平成２１年度第１四半期（平成２１年４月～平成２１年６月）の基礎利益は１，０９６億円となりました。
逆ざやが８００億円発生しておりますが、死亡率・入院率の低下等による利益である「危険差益」、事業の効率化
による利益である「費差益」によりカバーされ、三利源を合計した基礎利益はプラスとなっているものです。
○ 平均予定利率は２．００％で、利子利回り１．６６％との差は０．３４％です。

注１ 平均予定利率は、予定利息の経過責任準備金に対する利回りのことです。

経過責任準備金は危険準備金を除いた責任準備金により次の式で計算しています。（期始責任準備金＋期末責任準備金－予定利息）×１／２

注２ 利子利回りは、基礎利益上の運用収支（キャピタル損益を含まない運用収支）等の経過責任準備金に対する利回りのことです。

（参考） 基礎利益上の平均予定利率

（注２）

（注１）

0億円900億円900億円（内訳）危険差益

△ 300億円1,300億円1,000億円費差益

300億円△ 1,100億円△ 800億円利差益（逆ざや）

△ 15億円1,111億円1,096億円基礎利益

平成20年度第１四半期②

(20.4.1～20.6.30)

平成21年度第１四半期①

(21.4.1～21.6.30)
差額 （①－②）

1,700億円3,500億円

2,900億円4,300億円

△ 2,000億円△ 3,500億円

2,672億円4,324億円

平成19年度

(19.10.1～20.3.31)

平成20年度

(20.4.1～21.3.31)



７７ 健全性の状況健全性の状況

８

1,429.7％

平成20年度末

（21年3月31日）

1,505.0％

平成21年度第１四半期末

（21年6月30日）

1,117.9％

事業開始時

（19年10月1日）

1,116.3％

平成19年度末

（20年3月31日）

ソルベンシー･マージン比率

４ ソルベンシー・マージン比率

１ 内部留保の積立状況

3兆3,328億円

4,465億円 (100％)

4,465億円

3兆3,588億円 (86％)

2兆8,862億円

平成20年度末

（21年3月31日）

3兆3,325億円

4,402億円 (100％)

4,402億円

3兆3,220億円 (87％)

2兆8,923億円

平成21年度第１四半期末

（21年6月30日）

3兆6,352億円

5,590億円 (100％)

5,590億円

3兆5,690億円 (86％)

3兆 762億円

平成19年度末

（20年3月31日）

6,626億円 (101％)限度額(充足率)

3兆9,887億円

6,725億円

3兆5,305億円 (94％)

3兆3,162億円

事業開始時

（19年10月1日）

限度額(充足率)

内部留保合計

価格変動準備金

危険準備金

○ 平成２１年度第１四半期末では、危険準備金２兆８，９２３億円及び価格変動準備金４，４０２億円を合わせた

３兆３，３２５億円を内部留保として積み立てております。

○ また、逆ざや等を補填するための追加責任準備金を６兆７，７１２億円積み立てております。

２ 追加責任準備金の積立状況

6兆8,504億円

平成20年度末

（21年3月31日）

6兆7,712億円

平成21年度第１四半期末

（21年6月30日）

7兆1,925億円

平成19年度末

（20年3月31日）

7兆3,779億円

事業開始時

（19年10月1日）

追加責任準備金

３ 実質純資産

6兆2,036億円

平成20年度末

（21年3月31日）

6兆3,828億円

平成21年度第１四半期末

（21年6月30日）

6兆131億円

平成19年度末

（20年3月31日）

4兆7,303億円

事業開始時

（19年10月1日）

実質純資産 注 事業開始時及び平成
21年度第１四半期末は、
保険業法施行規則等の
規定に準じて、当社が
合理的と判断する方法
で算出しております。

（注）

（注）

（注）

（注）


